
最優秀

東京都世田谷区 石本悦夫

特選 ９句 順不同

東京都世田谷区 山﨑貞子

東京都世田谷区 堺公美

東京都世田谷区 山崎暖

神奈川県川崎市麻生区 尾﨑多佳子

東京都狛江市 矢野峻行

東京都世田谷区 大岩真理

東京都世田谷区 花田浩子

東京都世田谷区 井上秋音

東京都渋谷区 須崎寛登

径に敷く荒き筵に梅の影

震災の地に吹き渡れ梅の風

梅の蜜旨しうましと鳥の声

新しいカメラ構えて梅祭り

追憶の歌を探して梅まつり

和太鼓の風に揺られて梅香る

梅四輪四人の孫に重ね見る

ドジャースの帽子も歩く梅まつり

梅を背に撮つて撮られて良き日かな

飛梅や同郷といふ座標軸

　（敬称略）

第４５回せたがや梅まつり 俳句一覧



入選 ３０句 順不同

東京都狛江市 志村洋子

東京都世田谷区 塩田史郎

東京都練馬区 岸澄子

東京都世田谷区 島田一郎

東京都世田谷区 関戸信治

東京都世田谷区 古河潤子

和歌山県海南市 赤松正義

東京都杉並区 鈴木智子

東京都世田谷区 笹川継子

東京都世田谷区 山道幸子

東京都世田谷区 後藤和子

東京都世田谷区 楠富代

東京都渋谷区 亀井六歩

東京都世田谷区 鈴木芳子

東京都世田谷区 亀井孝太郎

神奈川県川崎市高津区 佐々木武郎

東京都世田谷区 金仁美

東京都世田谷区 林巧

東京都世田谷区 芹澤誠

東京都世田谷区 菅谷惠子

東京都世田谷区 山﨑健一

東京都世田谷区 平山哉

東京都三鷹市 櫻庭寛

琴の音を聞きつ上るや梅の丘

外つ国の言葉陽気に梅まつり

老梅に負けじと翁背伸びする

散りながら紅八方に枝垂梅

能登想ひ梅が広げる支援の輪

踏み石を数へ来る子ら梅うらら

背の吾子に梅の一枝を手折りたや

梅の香や撫づるごとくに風の道

人声のかたまりて来る梅の径

もう少しもう少しだけ梅の中

残雪梅マグマ静かに動き初む

いくたびも上り下りする梅の坂

梅レター届け富士まで願ひのせ

梅蕾映る吾子の眼笑み溢れ

梅の香やたどりたどりて汀女の句

梅が香や浸る幸せ日の差して

梅が香や溢るるギター三味の音

白梅やギターと和する声昇り

梅日和枝に御守かけられて

透き通る雨の白梅羽根木の灯

白梅や予期せぬことも織り交ぜて

辛きこと梅花一輪に包みけり

満天の星降るような昼の梅



東京都世田谷区 岩尾和樹

東京都世田谷区 加藤惠美子

東京都世田谷区 笹村あや子

東京都新宿区 岩田玲子

東京都杉並区 齋藤雅一

東京都練馬区 岸一夫

東京都板橋区 赤松曙子

香も清き綻ぶ梅に澄む心

風に日にほころび始む梅の花

盆梅を互に競ふ長寿会

花びらの五片に五福梅ひらく

母の忌やあの日もけふも梅真白

咲くまでは忍の一字や梅の花

梅の香の届かぬ海に舟一つ



佳作 ２０句 順不同

東京都品川区 天野真弓

東京都新宿区 矢島章子

東京都世田谷区 藤原志津

東京都世田谷区 樋口和彦

東京都世田谷区 長谷川嘉孚

東京都世田谷区 上杉英俊

東京都世田谷区 山下善久

東京都府中市 新村祥子

東京都目黒区 伊東ちひろ

東京都世田谷区 家根万里子

東京都世田谷区 朝日沙都子

東京都世田谷区 藤岡美恵子

東京都台東区 澤井芳江

東京都立川市 小池きよし

東京都世田谷区 窪内節子

東京都目黒区 片山直子

東京都世田谷区 青井和代

東京都世田谷区 百瀬美代子

東京都世田谷区 丹羽早苗

東京都目黒区 樽谷悦子

ビニール傘透かして紅し今朝の梅

望郷の乗物は風梅かおる

梅まつり汀女の句碑に指折る子

抱っこの子白梅の香をつかみけり

寄り添ひて梅見の二人香も添ひぬ

曲芸の猿ひと休み梅日和

梅が香に酔ひてさ迷ふ小宇宙

お茶室へ飛び石続く梅の道

夜の梅厠の小窓の竹格子

「不明」の名誇りて梅の盛りかな

夫の手に縋りて愛づる梅古木

みなすこしかろき服着て梅まつり

見知らぬ人と汀女の話梅の昼

梅林の起伏に響く太鼓の音

蹲の水面に映る梅真白

白梅の白が際立つ薄暮かな

夕暮れを梅の香強き風包む

春告草人みなやさし車椅子

お祝いを持ちて行く径梅香る

ぬかるみを気遣ふ筵梅まつり



ジュニア入選 １０句 順不同

東京都世田谷区 田中稔

東京都町田市 八木みのる

東京都世田谷区 角野千呂

東京都世田谷区 加藤英佳

東京都世田谷区 前田千尋

東京都世田谷区 小林誠

東京都杉並区 北山きのり

東京都国立市 成松茉莉七

東京都世田谷区 谷口太一

東京都世田谷区 久保田あやか

梅の花頭の上にふりそそぐ

満開の梅に囲まれ合格証

白い梅となりの赤はまだ寝てる

待っていた家族全員梅まつり

あまいにおいうめがさいてるとおりみち

たのしいよいいことあるようめまつり

梅の花さとうのような甘い色

梅まつりかぞくでいっぱい楽しんだ

うめにはね色んなしゅるいがあるんだよ

うめまつりたのしいひだなあそぼうよ


